








塩基性フェリチンを抗原として用いた passive in situ immune complex nephritis モデ

ルでの上皮下免疫複合体形成過程における抗原抗体複合体(IC)の GBM 内動態と,それに伴

う C3 の GBM 内局在を免疫電顕にて検討した。IC は内皮下でまず形成され同部位では,C3

の沈着を伴う。しかし IC が上皮側へ GBM 内を通過する際には C3 は,ほとんど認めず,IC

と C3 は行動を異にする可能性が示唆された。また上皮下に集積した IC は,C3 を再度活性

化する可能性が示唆された。


